



Childcare Projects as a Means for Forging Communal Bonds:  




This paper examines Kaji Mariko’s childcare projects in Tokyo’s Sanya day labor district.  She was a 
postwar social activist famous for her efforts to help Sanya’s poor and disadvantaged.  This article summarizes the 
various social projects in which she participated and examines the relationship between her childcare activities and 
the formation of local communal bonds in Sanya. 
Before and immediately after the Second World War, she worked as a nurse.  However, in 1954, she 
changed professions and started to work and gained experience in child care at a foster home in Nagoya. After 
working there for two years, she resigned and began working to develop her own social projects for poor and dis-
advantaged children.  She chose to focus her attention on children living in the slums of Tokyo.  Unfamiliar with 
the city’s slums, she sought a guide who could help her establish connections with poor families.  Ultimately, she 
met a social activist, Kaji Daisuke, who had been involved, since the 1950s, in efforts to establish a cooperative 
organization for the city’s ragpickers.  With his assistance, Kaji Mariko succeeded in establishing various childcare 
programs for impoverished children in Tokyo’s Sanya district. 
Kaji Mariko began working in Sanya in the 1960s.  During that period, the Tokyo government began 
promoting the relocation of poor families residing in Sanya’s boardinghouses in order to improve their living con-
ditions. Kaji Mariko believed, however, that efforts to truly improve the condition of poor families required more 
than providing them with improved housing outside of Sanya.  It had to be accompanied by an effort to establish 
relationships of mutual cooperation between poor families upon which they could depend during times of socio-
economic instability.   For Kaji Mariko, her childcare was not simply a matter of caring children.  As an issue 
that was intimately related to neighborhood life in local communities, she viewed it as a means for fostering com-
munal bonds between economically disadvantaged households. 
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産市場にも広がっている 2。こうして山谷が注目を集めるに至ったのは 2002年 FIFAワールドカップの
日韓開催がひとつの契機だとされている 3。そこから次第に多くの旅行者を受け入れるようになってい
った山谷のドヤ街だが、宿泊者数のピークは 1964 年東京オリンピックの前後にあり、その数は把握さ
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雜誌』 120巻 3号(2011年 6月)、pp.466-485。 












































                                                   
8 1960年夏(7月 26日・8月 1日、3日～6日)に発生した暴動をうけ、東京都庁企画室で「山谷旅館街宿泊人対策協議会」
が設置された。これは同年 11月 25日に「社会保障対策連絡会議」へと発展吸収されている。ここから東京都社会福祉審
議会への諮問や地域の実態調査を経て「山谷対策」が立案および実施されていった。前掲、東京都城北福祉センター。 





編とホームレス」西澤晃彦編『労働再審 4 周縁労働力の移動と編成』(大月書店、2011年)、pp.157-200。 
12 前掲、西澤(1995年)、pp.66-67。 







































                                                   











































                                                   
18 松本なるみ「戦後における「保育者」という職業選択 元保育者の語りから」『宇都宮短期大学人間福祉大学研究紀要』
7号(2009年)、pp.9-20。 




































                                                   
22 同上、p.14。 
23 梶大介がバタヤの協同組合設立に乗り出したのは京都・東七条での「あいあいクラブ」が初めてで、これは地元日刊紙







24 「ニコヨン文芸 労働省編『日雇いの歌』」『週刊朝日』(朝日新聞出版、1956年 5月 20日)、p.67。 
25 熊本浩二「『ニコヨン文芸』評に答う」『週刊朝日』(朝日新聞出版、1956年 5月 27日)、p.136。 








































                                                   
28 同上、pp.14-15。 
29 同上。 
30 梶大介『バタヤ物語 俺達だって人間だ』(第二書房、1957年)、p.164。 
31 塩沢美代子・島田とみ子『ひとり暮らしの戦後史 戦中世代の婦人たち』(岩波書店、1975年)、p.126。 































                                                   
33 「近所のバタヤ部落の子供たちに自作の紙芝居を見せたり童話を聞かせ、また大八車に紙芝居や児童向の本などを積
んで仕事にでかけ、行く先々で暇をみては付近の子供たちに紙芝居を見せるなど子供たちから『オジチャン』『オバチャ




37 注 23参照。 
38 組合結成の様子は大手新聞各社によっても報じられている。「目ざす『バタヤ組合』梶さん夫婦が“どん底救済運動”」
『毎日新聞』(1956年 10月 22日、東京、朝刊)。「バタヤさん労組結成」『朝日新聞』(1956年 11月 11日、東京、朝刊)。



























































































                                                   
48 前掲、梶大介(1956年)、p.85。 
49 前掲、梶大介(1957年)、p.213。 









53 「『全日本私設社会事業連盟』大阪で創立準備委員会」『大阪毎日新聞』(1931年 4月 17日)。塩沢正一郎・鶴見欣次郎
「東京私設聯盟より」平野義一編『私設社会事業 丸山鶴吉先生古稀記念集』(東亜援護協会、1953年)、pp.248-250。 

















































































                                                   






































































































































                                                   
73 今川勲『現代棄民考 「山谷」はいかにして形成されたか』(田畑書店、1983年)、pp.206-207。 
74 「山谷で住民騒ぐ 食堂に投石、乱暴 山谷騒動」『朝日新聞』(1962年 11月 24日、東京、朝刊)。 
75 同上。 










































81 前掲、今川勲(1983 年)、pp.228-231。小林正泰「簡易宿泊所地域における長欠対策学級の実践 東京・山谷地区の事例
を中心に」『青少年教育フォーラム 国立オリンピック記念青少年総合センター研究紀要』6 号(国立オリンピック記念青
少年総合センター、2006年 3月)。山谷問題研究会『最下層の系譜』上巻(1976年 2月)。 








































                                                   
83 前掲、浜野(1980年)、pp.78-84。 
























































































                                                   
90 同上、p.216。 
91 神崎清『山谷ドヤ街 一万人の東京無宿』(時事通信社、1973年)、p.248。  





























秋山健二郎・森秀人・山下竹史編『現代日本の底辺 第 1巻「最下層の人びと」』三一書房、1960年 
石村紀子「保育日誌の利用」日本幼稚園協会『幼児の教育』第 59巻 11号、1969年 
今川勲『現代棄民考 「山谷」はいかにして形成されたか』田畑書店、1983年 
梶大介『バタヤ物語 俺達だって人間だ』第二書房、1957年 








寿共同保育『寿共同保育 寿ドヤ街での 9年間』、1982年 




































「ニコヨン文芸 労働省編『日雇いの歌』」、『週刊朝日』朝日新聞出版、1956年 5月 20日、p.67 
梶大介「ミサイルの嵐の中の保育園づくり」、『まなぶ』労働大学出版センター、1961年 5月、pp.8-9 
――「私はバタ屋です」『週刊朝日』(朝日新聞出版、1956年 6月 10日)、pp.84-85 
梶満里子「新島と山谷の生活から」、「月刊社会教育編集委員会」編『月刊社会教育』78号、1964年 5月、
pp.40-44 
熊本浩二「『ニコヨン文芸』評に答う」『週刊朝日』朝日新聞出版、1956年 5月 27日、p.136 
杉本譲治「山谷にともされた教育の灯」東京都立教育研究所編『教育じほう』428 号、東京都新教育研
究会、1983年 9月、pp.80-82 






「『全日本私設社会事業連盟』大阪で創立準備委員会」『大阪毎日新聞』、1931年 4月 17日 
「バタ屋も仲間入り 京で日本初の組合結成」『都新聞』、1954年 11月 4日 
「新妻も大八車で紙芝居」『毎日新聞』、東京朝刊、1956年 8月 14日 
「目ざす『バタヤ組合』 梶さん夫婦が“どん底救済運動”」『毎日新聞』、東京朝刊、1956年 10月 22日 
「バタヤさん労組結成」『朝日新聞』、東京朝刊、1956年 11月 11日 
「バタヤさんの労組」『読売新聞』、東京朝刊、1956年 11月 11日 
「夢は貧しい子らに 『バタヤ物語』2局から放送」『毎日新聞』、東京朝刊、1957年 5月 13日 
「われわれも人間だ…」『朝日新聞』、東京朝刊、1957年 5月 23日 
「『一粒の麦』どこへ」『毎日新聞』、東京朝刊、1959年 5月 12日 
「山谷で住民騒ぐ 食堂に投石、乱暴 山谷騒動」『朝日新聞』、東京朝刊、1962年 11月 24日 
「山谷騒動への反省」、梶大介、『朝日新聞』、東京朝刊、1962年 11月 28日 




(https://gendai.ismedia.jp/articles/-/70119 最終閲覧日：2020年 2月 13日) 
 
 
